



"Cogito, ergo sum" and the Problem of God
in the Philosophy of Descartes


















































































r我思う故に我在りj (je pense,done je suis)というこの真理(Verity)が極めて堅固
であり,極めて確実であって,懐疑論者のどのような途方もない想定をもってしても,この真
理を覆すことが出来ないのを見て,私はこれを私の探求しつつあった『哲学の第一原理j(lォ






















思う」 (Cogito)があり,それ故「私は散歩する,故に私は在る」 (ambulo, ergo sum}は,
「私が散歩していることを私は考えている,故に私は在る」(Cogito me ambulare,ergo sum)
となり,従って, 「cogito ergo sum」が根源的なものであるのは明らかであろう.








































(unica propositio)であり,又「ego sum cogitans」 (私は思惟しつつ存在する)と同義
と考えられるであろう.しかしcogito, ergo sumが全くego sum cogitansに解消す
ると考えるのは,行き過ぎであろう.何故なら,デカルトは, 「全て思考するものは存在する」
デカルト哲学における``Cogito, ergo sum,,と神の問題 5
という大前提は「我思う,故に我在り」という個人の経験から学ばれることを教示している様
に,「我思う」と「我在り」という二つの契機は保持されねばならないからである.















さて,デカルトは, 「cogito ergo sum」の導出過程において,私は考えている,その考えてい

























て分析し, 「この第一の認識〔cogito, ergo sum〕の内には,或る一定の明断且つ判明な知







判明に理解するものは全て真であるj ( les choses que nous concevons fort clairement


















































だが,一般的規則は,明断判明という真理の主観的基準(subjective criterion of truth)に
(34)
基づいている故に,それ自身もはやり主観的規則であり,従ってそのまま無条件に一般的規則



































































° ° ° ° °
そもそこで前提されている神の存在は如何にして証明されたのか.云い換えれば,神の最初の
El








































































( Requiri etiam ut sciamus ea omnia quae clare et distincte intelligimus,eo ipso
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